
１．件名 令和８年度　東京湾水環境再生計画推進方策検討業務

２．所属事務所 関東地方整備局港湾空港部

３．方式 簡易公募型プロポーザル方式

４．選定通知日

５．特定通知日

評価テーマ：東京湾におけるブルーカーボン生態系の拡大を図るため、アマモ場再生実証試験について、実施内容の検討を行う上での着眼点

1.0 151.7 特定

1 201.0

みなと総研・日本港湾コンサルタ
ント設計共同体

18.0 27.0 32.3 73.4

評価のウェート 20 30 50 100

業者名

技術評価の内訳

技術評価合計 備考 摘要

予定技術者の
資格及び実績等

予定技術者の
成績び表彰

実施方針 評価テーマ WLB

令和8年4月30日

プロポーザル評価表（総合評価型）

令和8年3月19日



プロポーザル方式における特定結果書

１　業務名

２　所属事務所

３　方式

４　選定通知日

５　公示日

６　特定通知日 令和8年4月30日

特 定 の 有 無 特 定 さ れ な か っ た 理 由

○

令和８年度　東京湾水環境再生計画推進方策検討業務

令和8年3月19日

令和8年2月27日

技 術 提 案 書 提 出 者

みなと総研・日本港湾コンサルタント
設計共同体

関東地方整備局港湾空港部

簡易公募型プロポーザル方式



件名：令和８年度　東京湾水環境再生計画推進方策検討業務

１　業務名

２　所属事務所 関東地方整備局港湾空港部

３　方式 簡易公募型プロポーザル方式

４　選定通知日

５　特定通知日

みなと総研・日本港湾コンサ
ルタント設計共同体

配点 点数

100 77.3

プロポーザル評価表（総合評価型）その１

令和８年度　東京湾水環境再生計画推進方策検討業務

令和8年3月19日

令和8年4月30日

評価項目 評価の着目点

予
定
技
術
者
の
経
験
及
び
能
力

資
格
・
実
績
等

技術者資格 8

業務実績 10 10

成
績
・
表
彰

業務成績 25 24

優秀技術者表彰 5

10

15 10

小計

3

実
施
方
針

、
実
施
フ
ロ
ー

、
工
程
表

業務理解度 20 13.3

実施手
順

業務実施手順
（フロー）

15 9

業務量の把握
（工程表）



件名：令和８年度　東京湾水環境再生計画推進方策検討業務

１　業務名

２　所属事務所 関東地方整備局港湾空港部

３　方式 簡易公募型プロポーザル方式

４　選定通知日

５　特定通知日

みなと総研・日本港湾コンサ
ルタント設計共同体

配点 点数

1 1

101 74.4

201 151.7

○

プロポーザル評価表（総合評価型）その２

令和８年度　東京湾水環境再生計画推進方策検討業務

令和8年3月19日

令和8年4月30日

評価項目 評価の着目点

特
定
テ
ー
マ
に
対
す
る
技
術
提
案

特
定
テ
ー
マ

的
確
性

与条件との整合

36.7

有効性

実
現
性

説得力

50 36.7

提案内容の
裏付け

小計

合計

参考
見積

提案内容と見積り内容の整合性

50

WLB WLB関連認定企業等



公募型・簡易公募型プロポーザル方式における選定結果書

１　業務名

２　所属事務所

３　方式

４　公示日

５　選定通知日

選 定 の 有 無 選 定 さ れ な か っ た 理 由

○

令和８年度　東京湾水環境再生計画推進方策検討業務

参 加 表 明 書 提 出 者

みなと総研・日本港湾コンサルタン
ト設計共同体

令和8年2月27日

令和8年3月19日

関東地方整備局港湾空港部

簡易公募型プロポーザル方式



件名：令和８年度　東京湾水環境再生計画推進方策検討業務

ア者

100 86

1

○

4

10

27

3

優良業務表彰

5

点数

5

7

24

3

3

評価項目 配点

業務実績

30

成
績
・
表
彰

業務成績

地域貢献度 3

資
格
・
実
績
等

予
定
管
理
技
術
者
の
経
験
及
び
能
力

資
格
・
実
績
等

技術者資格

優秀技術者表彰

業務成績

合計

順位

選定

評価の着目点

5

7

30

参
加
表
明
者
の
経
験
及
び
能
力

当該業務に関する
部門の建設コンサル

タント等登録

参加表明書審査表

5

5

10業務実績

成
績
・
表
彰


